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若干の議論
組合：回答の前に、８日未明、長野県豊丘村でリニア建設工事で、またもや事

故が発生した。作業員が重機に足をひかれて骨折し、大ケガを負ったこ

とが判明した。工期の遅れにより、ＪＲ東海が急がしているのではない

か。

会社：そんなことはない。

組合：この間リニア建設工事で、豊丘村では４件目である。全体では６件目の

死傷事故である。本工事ではなく手始めの工事で、こんなに立て続けに死

傷事故が続発するならば、今がリニアを中止の決断すべき時期である。

会社：中止はしない。工事の安全を確保してリニア建設を進める。
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2022年度労働協約改訂及び労働条件改善第８回団体交渉

本部は本日、「２０２２年度労働協約及び労働条件改善に関する申し入れ」に対す

る第８回団体交渉を行いました。

今団交では、７回の交渉を踏まえ、会社の回答が示されました。しかし、ＪＲ東

海労が要求した社員の切実な要求は１つも通らず、回答は会社にとって痛くも痒く

もないものでした。回答事項は以下の通りで、内容は別紙を参照して下さい。

【協約等の改訂に関する事項】

１．出生休暇の新設及び結婚休暇付与日数等の変更

２．配偶者帯同休職の新設

３．育児等に関する取扱いの変更

【制度等の改正に関する事項】

１．帰省交通費の特例措置拡充

２．非常呼出手当の支給対象拡大

３．新幹線指定席利用の拡大（試行）

４．在宅勤務制度の変更

５．フレックスタイム制の変更

６．一般住宅補給金の支給額見直し

本部は、要求に対し会社が誠実に応えないとして、再申し入れを提出します。
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組合：この事故も含めて、リニア建設に関して、資金調達や山積みの課題があ

るので、申し入れを行うので経営協議会や団体交渉を開催せよ。

会社：協約に則りやっていく。

組合：今回の会社回答はＪＲ東海労の要求が一つも通っていない。どういうこ

となのか。ＪＲ東海労の要求を全く検討していない証左である。労働組合

軽視も甚だしい。

会社：検討をしている。

組合：非常呼出手当対象拡大があるが、台風接近に伴う前泊も適用せよ。

会社：事故発生による当日の呼出を対象としている。

組合：結婚休暇付与日数は、何故６日から５日に減じたのか。

会社：６日を制定した頃は、週休１日制であった。週休２日制が主流の今に合

わせたものである。５日でも１週間は休暇となる。また、挙式日より３

年間を有効期間を延長した。出産休暇を１日振り分けたためである。

組合：特休や公休が入れば３日しか、婚休が使用できない。しっかりと５日を

婚休とせよ。

会社：特休や公休を含めて５日休めることが主旨である。

組合：特休や公休関係なく、結婚休暇は５日間を付与すべきだ。

組合：社員用のＥＸＩＣの使用方の、現場での説明会を実施すると言っていた

が説明会をやる気配はない。

会社：資料を見てもらうと分かる。

組合：配布している職場としていない職場がある。

会社：配布すると思う。

組合：しっかりと説明会を行うこと。

以 上
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